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B 83 衣服と環境温度にかかわる快適性（第５報）　寒冷暴露時における皮膚温

　　　　からみた薄着の者と厚着の者の特性

　　　　大阪教育大　○奥窪朝子　　　山口大医・公衛　酒井恒美

　目的　既報において，温熱的に快適な着衣量には標準化着衣量でみてもかなり大きな個

人差のあることを明らかにするとともに，その個人差を支配する要因について報告した。

本報では，薄着の者と厚着の者での寒冷暴露時における特性を皮膚温の面から追究した。

　方法　実験的追究の被検者は, 20～24歳の健康な女子学生で，習慣的な着衣で温熱的に

快適であった者のうち，薄着の者10名（SL群）と厚着の者10名（SH群）である。また，フ

ィールド・スタディでの被検者は，既報（第35回日本家政学会）において，快適に感じて

いた20～38歳の女性のうち，薄着の者12名（ＯＬ群）と厚着の者12名（ＯＨ群）である。これ

ら２群（Ｌ・Ｈ）は，標準化着衣量のみならず２群を特徴づける個人要因のプロフィール（既

報）から定義された。身体８部位における皮膚温（サーミスター温度計による）および温

熱感覚(ASHRAEスケール）を測定した。

　結果　1）0. 8 clo　の着衣で21℃に1 hr 椅座安静の場合，平均皮膚温はSL群: 33.4 ℃,

SH群:32. VCで，ともに快適域にあったか，両者間には有意差か認められた。特に，下肢

部皮膚温の両群での差は顕著であった。　2）ＯＬおよびＯＨ群の平均皮膚温は，ともに33 "Cを

示したが, OH群の標準化着衣量はＯＬ群のそれよりも高く，上記1）の所見と符合した。　3）

1,0 clo の着衣で18 °Cに1hr椅座安静の場合, SL群の平均皮膚温は32. 4 tie維持されたか

SH群のそれは30. 0 °Cを示し，有意に低かった。 SL群の全身・温熱感覚は3. 5でSH群の2. 4

に比し有意に高く，皮膚温の所見と一致した。 SH群の下肢部皮膚温は特に低値を示した。

　以上の成績は，低温環境での体温調節機能か薄着の者においてまさることを示唆する。

B 84 くつ下の保温効累に関する研牝　皿

　~被覆面積の皇いによる人体皮膚温/＼の影響一
共立がX曝政　o昶木畠美孚　　神山常､Ξ

　目的暖冷房による吃気調畔の良啼がすすみ、在環境と共に衣生｡池なども変化してさて
いろ。まし戸^卜の環境と｡、室内環境の藻匿差が人きくなり、それらの環礁と人体生理反
応の関係を明らかにすろことは、峡適な生恣を間やれ生｡もの設計にぼ要な因子と｡考えられ

る。前回ぱ、人体の局所をl暖めるに効果的といわれるくっ下乞とリ上ず、その袱覆面積を
増加さ仕仁時の、各種環境落下におけるた体生理、主に皮膚遺を中心に研吼をすすめ卜植、
さらに、今回は、環境温の下降速庚を変化させた場合について狼討を加えた。
　方熾健康な女子大±3知を袖験希とし、人工気候室内の環礁温を、釦゜c→25°C→20 Z
→15°C→lotと、15分間に5 t下倚させて、裸足、ショート、/ツフス、スタン7"ード、ノッ
クス、ハイソックス( 3種とも綿100 外）の印条件におけう、皮膚温、プしヤスモデラム、
口跨温. くっ下内の湿良乞測定レ全軋局所の温冷感などを申告してもらい、10分問に
ら゜Cずつ下降させμ場合心ﾋ較を試妙に。ま八.下降速謬よ対卜の乳験和利よ、前回と同様
であり. 掬験着には同一のものを着用させ、くつ下乞除いて約0.ワdoの着衣状態Y.し、反

膚遠の求慄部位は、平均夙膚藻（I狛､汰）の測定声､に膝、足先、辣、指先の≪一声ユ、足
三・、三陰久、涌泉（脚部）のろ点を加応、瓦衝所としに。

　緒累　1. 頂境温を下倚すろ恚度乞屋くして=し、平均及命湿に家化はみられ心扮。払が、
環漢哀叫Cで11,平均次庸遺がiこり高くなろ傾向を示しに。1.下降速舞小（蓮）の場合
よ丿速度匹（兎）の方が、各皮膚温の低刊まゆるや扮であバ-^.3･｡前腕、足賓、５陰交
では、乙っ下の被覆面積が増すに従い、それらの皮膚藻が上昇亨る様子が｀うかがわれれ。


